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・支部 URL http://jashcon-saitama.com/

日本ではＡＩ法が成立し、ＡＩ戦略本部が発足しました。現在は第４次ＡＩブームに入った

と言われています。既に一部の産業では、生成ＡＩにより圧倒的な生産性の向上が実現されて

いるそうです。ＡＩを使いこなすことは社会人の基礎的な能力の一つという時代になったのか

もしれません。労働安全衛生コンサルタントの仕事も、ＡＩを活用することによる新たな展開

が期待されます。一方、個別の事業場・工場の課題抽出やそれに対する正しい対応がＡＩにで

きるのかどうかは疑問です。いつまでも社会に必要とされる仕事であることを期待します。 

上の写真は、東京都青梅市にある「吹上しょうぶ公園」で撮ったハナショウブの写真です。

初夏の谷戸地（雑木林に覆われたなだらかな丘陵地が侵食されてできた谷間の低湿地）に、手

入れをされた約 250品種以上、10万本の花しょうぶが咲くそうですが、この日は見ごろには

少し早く４割ほどの花が咲いていました。 

会員の皆様におかれましては、ご健康にはくれぐれもご留意され、一層のご活躍を祈念いた

します（事務局広報部）。 

ニュースの主な内容
１．研修部だより  ･･････････････････････････････ 2 

２．事務局だより  ･･････････････････････････････ 4 

３．会員寄稿  ･･････････････････････････････････ 7 

４．最近の報道より ････････････････････････････ 8 
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第 135 回埼玉支部研修部会 開催報告 

埼玉支部研修部会主催の定期研修会（第 135 回）を令和 7 年 3 月 28 日（金）に武蔵浦和コ

ミュニティセンターで開催しました。 

講演テーマは以下の通りです。 

 ・講演テーマ  

 

●講師 ：  （一社）日本労働安全衛生コンサルタント会会員 篠原 昭司 氏 

    ・「銅製錬とその設備で発生した事故災害事例」 

●講師 ： （一社）日本労働安全衛生コンサルタント会会員 遠藤 潔 氏 

    ・「道路分野の安全衛生対策」 

 

開催場所は JR武蔵浦和駅西口からデッキ直結の武蔵浦和コミュニティセンター10階の集会

室 6 を使用しました。参加者は、会場参加者 20 名でした。東京支部からも 3 名が参加しまし

た。 

篠原氏からは、銅製錬の歴史や現状の解説の他、事故災害事例の紹介と解説が行われました。 

遠藤氏からは、道路工事の安全衛生対策について解説が行われました。 

両氏とも、質疑応答では参加者との活発な議論が行われました。 

研修会終了後は場所を魚民に移し、情報交換会が開催されました。和やかな雰囲気で盛会裏

な情報交換会となりました。                      （真﨑研修部長） 

 

（研修会の様子） 

１．研修部だより 
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（魚民での情報交換会の様子） 
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（１） 令和7年度第1回幹事会が令和7年5月10日(土)に市民会館おおみやの集会室7で開催され

ました（下記報告事項は、5月10日時点の情報に基づいて記載しています）。 

Ⅰ 報告事項 

• 支部長報告 

今回は、事前に提案していただいた第 35回議案書(案)の審議を最初に行い、審議後

の議案書（案）を来週行われる監査に提出します。監事より監査報告書を作成してい

ただいて、議案書（案）に添付して、総会に提出します。（支部長） 

監査日程：令和 7年 5月 17日（土）市民会館おおみや集会室５ 10：00～ 

Ⅱ 審議事項 

 １．第 35回議案書(案)の審議（参加者全員） 

   審議後の議案書（案）を添付します。 

 ２．総会の役割分担（椎名総務部長） 

   審議時間が確保できなかったので、メールで役割分担を承認していただく（添付）。 

   来賓への総会案内：埼玉労働局、埼玉労働基準協会連合会、埼玉産保センター  

   総会案内（メール：5/12予定、メール連絡不可の会員には往復はがきを予定） 

（椎名総務部長） 

３．支部所有 DVD貸出ルールについて（真崎研修部長）メールでご意見や修正等の審議

を行い、合議事項を議事録に記載します。 

【支部所有 DVD貸出ルール】により、貸し出しを開始したい。 

●管理 

・備品等借用管理簿を支部事務所に備え付ける。 

・借用する事業部員は管理簿に記載し同時に LINEWORKS に登録し、借用する。 

・返却した時は管理簿に返却した旨を記載し、支部へメールを入れる。 

・支部当番者は返却があったことを確認し、管理簿に確認したことを記載する。 

●貸出期間 

・1週間を基本とし、長くても２週間以内とする。 

・2週間が経過しても戻らない場合には。返却を催促する（真崎）。 

●紛失時の処置 

・現品の価格を支払う。 

 

Ⅰ 報告事項（つづき） 

   審議時間が確保できなかったので、事前に各部から提出している下記内容について、確

認していただく。 

 １．事業部会各部からの報告 

 (1)企画部（大越企画部長） 

  QRコードを入れた埼玉支部リーフレット（案）を作成しました。 

２．事務局だより 
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  2000部を新規作成し、基準協会、監督署に配布予定です。 

(2)研修部（真崎研修部長）

・第 136 回 埼玉支部研修会の開催予定

令和７年 7 月 1８日（金曜日）13：50～16：45 市民会館おおみや 6 階 集会

室 10 

●講師 ：  伊藤博英 氏

「あるファインケミカル製品製造工場における労働災害と災害撲

滅活動」 

清杉睦雄 氏 

「鋼橋架設と安全衛生」 

●支部長報告 中澤支部長  「著作権侵害に関して」 

・2025年度 見学会について検討状況の報告

ホンダ埼玉製作所（寄居）の見学について、見学依頼は 2か月前の 1日～7日に

行う。11月見学を依頼するとなると、9月に見学依頼となります。 

(3)業務部（森業務部長）

これまでと同様に支部当番（相談員）による電話、Ｅメールに対応するセンタ

ー業務と平行して、今年度以降のセンター業務形態として、電話転送サービス（ボ

イスワープ）を活用した支部当番不在時の受付体制について検討中です。

そのための技術的検証（インターネット上で設定する方法と事務所電話で直接

設定する方法）を実施した上で最適な運用ルールを幹事会で提案し、整理を図り

たいと思います。 

２．事務局及び各部からの報告 

(1)総務部（椎名総務部長）

会員及び事業部会員の入会・退会

入会 退会 

支部会員 浅見聡さん（衛工） 

岸林伸行さん（化学） 

佐々政人さん 

金子弘さん 

桑野忠生さん 

事業部会員 なし なし 

(2)広報部（青木広報部長）

SSHCON ニュース 89号を 2月に発行しました。 

(3)会計部（田中会計部長）

4/2に銀行の残高証明を取って内容を確認し、本部へ会計資料を報告しました。 

 来年度からは、3月末の残高証明は銀行から直接本部に送ってもらえるとのこと

で銀行に申請依頼しました。 

Ⅲ 次回幹事会の予定 

  2025 年 9月 13日(土) 14:00～ 
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（令和 7年度第 1回幹事会の様子） 
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作業環境測定機関に入職依頼、３６年間、作業環境測定（以下測定）を生業としてきた。 

 この財団法人は、健康診断を中心に成り立ち、健康診断の計画、健診事業および検査事業、

結果判定などの部（課）があり、作業環境測定課は、少数精鋭であった。 

当然のことながら、定期的に人事異動があり、誰でも一回程度は、人事異動を経験する。 

人事異動は、異動先で、様々な業務を経験し、今後の業務に役立て、あるいは人事交流を経

験し、管理職に生かすことが目的である。 

 このような財団法人で、私は、３６年間一度も移動を経験しなかった。誠に稀有な存在であ

り、測定のみを業務として過ごした。 

今回は、測定を経験した上で、命に危険な作業現場の経験を紹介する。 

川口の鋳物業は、世界に誇れる鋳物製品を生産している。 

昭和５０年代に、ある鋳物工場にて、型バラシ時の粉じん濃度の測定の依頼があった。 

キューポラによる溶解により約１５００℃の銑鉄の湯だし、小物の製品の注湯が行われ、注湯

作業後、約３０分経過すると型バラシが始まる鋳物工場であった。 

キューポラから溶解した銑鉄の状態を観察していたが、その時「震度５クラス」の地震に襲

われ、キューポラは大きく揺れ、傾いた。 

鋳物業は、足場が悪く、人一人がやっと動けるようなスペースしかなく、逃げ場がない。 

 ここで、キューポラが倒れたら、百分の一も助からないだろうと、焼け死ぬ自分の姿が、脳

裏に移った。 

幸いにして、揺れは収まり、キューポラも倒れずに済んだ。 

測定にて、最も危険な場面に遭遇した。 

今から、思い起こしても、ヒア汗が出るような思い出である。 

その他にも、２００ボルトの裸線、硝酸、硫酸のミストや酒酔いするような有機溶剤蒸気の

現場など、様々な危険な作業場を経験した。 

 青石綿を使用していることが分からないで、呼吸用保護具を着用せず、長時間の測定を実施

したことなど、危険な作業場を思い出すと枚挙にいとまがない。 

測定では、擦り傷などは日常茶飯事だが、幸いにも、大きな怪我は経験しなかった。 

 作業現場は、危険要素が潜んでいることから、どのような現場であっても、決して油断して

はならない。 

安全靴、ヘルメットおよび長袖の作業衣など保安用品の着用が重要で、作業環境測定士は、

労働者に模範を示さなければならないと感じた。 

測定を通じ、作業現場では、「安全第一」であることを思い知らされた。 

今は、このような測定現場の体験、経験を活かし、コンサルタント業務に勤しんでいる。 

３．会員寄稿「作業環境測定は命懸け」 

埼玉支部 総務部長 椎名孝夫 
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■厚生労働省その他の動き（気になる情報の抜粋） 

月日 表題 概要 

令和 7年 

2月 

厚生労働省 

フリーランスの業務災害防止 

労災保険特別加入団体用テキス

ト 

特定フリーランス事業に係る特別加入団体は、少な

くとも年に１回以上、加入者に対して、災害防止等

に関する研修会等への参加の機会を提供すること

となっている。 

https://www.jisha.or.jp/Portals/0/resources/r

esearch/pdf/202501_01.pdf 

（参考） 

令和６年 11月１日から「フリーランス」が労災保

険の「特別加入」の対象へ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bu

nya/koyou_roudou/roudoukijun/rousai/kanyu_r3.

4.1_00010.html 

2月 18日 

日本規格協会 

JIS Z 8505-1:2025 「人間工学

－手作業による取扱い－第１

部：持ち上げ、持ち下げ及び運

搬」を制定 

手作業による重量物の取扱いに関するプロセス・デ

ザインを定めた国際規格を JIS化した。 

https://webdesk.jsa.or.jp/common/W10K0620?id=

1389 

2月 19日 

厚生労働省 

ラベル・ＳＤＳ対象物質の範囲

についての所要の改正、労働安

全衛生規則別表 2の個々の物質

名の追加・削除等、所要の改正 

労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令 

https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1

-1/hor1-1-288-1-0.htm 

厚生労働省令第 12号 

https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1

-2/hor1-2-393-1-0.htm 

厚生労働省告示第 24号 

https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1

-1/hor1-1-289-1-0.htm 

基発 0219第 4号 令和 7年 2月 19日 

https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/00141

5985.pdf 

3月 4日 

厚生労働省 

第 26回労働政策審議会安全衛生

分科会じん肺部会 資料 

じん肺審査ハンドブックの改訂

について 

ハンドブックについては、昭和 53年に発刊してか

ら大幅な改訂が行われていないことから、医療の進

展、医学的知見の集積等を踏まえた現状に即したハ

ンドブックを作成することとし、「じん肺健康診断

とじん肺管理区分決定の適切な実施に関する研究」

（令和 4～6年度）（研究代表者：芦澤 和人）にお

４．最近の報道より 

https://www.jisha.or.jp/Portals/0/resources/research/pdf/202501_01.pdf
https://www.jisha.or.jp/Portals/0/resources/research/pdf/202501_01.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/rousai/kanyu_r3.4.1_00010.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/rousai/kanyu_r3.4.1_00010.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/rousai/kanyu_r3.4.1_00010.html
https://webdesk.jsa.or.jp/common/W10K0620?id=1389
https://webdesk.jsa.or.jp/common/W10K0620?id=1389
https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-1/hor1-1-288-1-0.htm
https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-1/hor1-1-288-1-0.htm
https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-2/hor1-2-393-1-0.htm
https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-2/hor1-2-393-1-0.htm
https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-1/hor1-1-289-1-0.htm
https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-1/hor1-1-289-1-0.htm
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001415985.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001415985.pdf
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いて、ハンドブック改訂案を作成した。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_53531.html 

3月 25日 

国土交通省関東地方整備局 

令和 7年度 工事事故防止「重点

的安全対策」 

～工事安全対策の向上に向けた

具体的な安全対策の策定～ 

関東地方整備局では、令和 7 年度も工事安全対策の

より一層の徹底を図るため、令和 6年度の工事事故

発生形態を考慮し、「令和７年度重点的安全対策」

を定めた。 

https://www.ktr.mlit.go.jp/kisha/kisha_02234.

pdf 

3月 

厚生労働省北海道労働局 

農業向け労災防止リーフレット

を新たに作成 

帯広労働基準監督署では、農業の労働災害の多発を

踏まえ、国立大学法人北海道国立大学機構帯広畜産

大学と連携し、労働災害防止リーフレットを作成し

た。 

https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku

/news_topics/kantokusho_oshirase_0005_06_anze

neisei_nougyou.html 

3月 
厚生労働省 

リーフレット 

労働安全衛生法に基づく健康診断を実施しましょ

う 

https://www.mhlw.go.jp/content/001436958.pdf 

3月 31日 

厚生労働省 

注文者・事業者等が安全衛生上

の指示等を行う場合における留

意事項（労働基準法上の労働者

性、いわゆる偽装請負との関係）

について 

基監発 0331 第１号 

基安計発 0331第１号 

職需発 0331 第１号 

令和 7年 3月 31日 

注文者・事業者等が関係請負人の労働者や個人事業

者等に対して安全衛生確保の観点から指示等を行

う際、「業務委託等を受けた個人事業者に労働者性

が認められてしまうのではないか」、「関係請負人の

労働者について偽装請負と判断されてしまうので

はないか」との問題意識から、必要な指示等を躊躇

している状況があるとの指摘を受け、安全衛生上の

指示等が労働基準法上の労働者性や偽装請負の判

断に影響を与えるか否かの判断に当たっての基本

的な考え方や留意事項についてとりまとめた通知

を発出した。

https://www.mhlw.go.jp/content/001469300.pdf 

4月 14日 
厚生労働省 

労働安全衛生規則の一部改正 

熱中症による災害を防ぐために事業者が講ずべき

措置等 

厚生労働省令第 57号 令和 7年 4月 15日 

https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/hourei/H250

415K0010.pdf 

基発 0520第 6号 令和 7年 5月 20日 

https://www.mhlw.go.jp/content/11303000/00149

0911.pdf 

―――― 
厚生労働省 

2025年 4月から事業者が行う退

https://www.mhlw.go.jp/content/001254088.pdf 

（参考） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_53531.html
https://www.ktr.mlit.go.jp/kisha/kisha_02234.pdf
https://www.ktr.mlit.go.jp/kisha/kisha_02234.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku/news_topics/kantokusho_oshirase_0005_06_anzeneisei_nougyou.html
https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku/news_topics/kantokusho_oshirase_0005_06_anzeneisei_nougyou.html
https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku/news_topics/kantokusho_oshirase_0005_06_anzeneisei_nougyou.html
https://www.mhlw.go.jp/content/001436958.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001469300.pdf
https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/hourei/H250415K0010.pdf
https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/hourei/H250415K0010.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11303000/001490911.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11303000/001490911.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001254088.pdf
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避や立入禁止等の措置につい

て、以下の１、2を対象とする保

護措置が義務付けられる。 

1. 危険箇所等で作業に従事す

る労働者以外の人 

2. 危険箇所等で行う作業の一

部を請け負わせる一人親方

等 

労働安全衛生規則等の一部を改正する省令の施行

等について 

基発 0430 第４号  令和６年４月 30日 

https://www.mhlw.go.jp/content/001254086.pdf 

 4月 
厚生労働省 

リーフレット 

産業医による労働者の健康管理等を徹底しましょ

う 

https://www.mhlw.go.jp/content/001480782.pdf 

5月 14日 

厚生労働省 

労働安全衛生法及び作業環境測

定法の一部を改正する法律 

少子高齢化が進展し、生産年齢人口の減少が見込ま

れる中、多様な人材が安全に、かつ、安心して働き

続けられる職場環境を整備するため、以下の 5点を

改正 

 ①個人事業主等に対する安全衛生対策の推進 

 ②職場のメンタルヘルス対策の推進 

 ③化学物質による健康障害防止対策等の推進 

 ④機械等による労働災害の防止の促進等 

 ⑤高齢者の労働災害防止の推進 

https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/hourei/H250

514K0021.pdf 

基発 0514第１号 令和７年５月 14日 

https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T250

516K0010.pdf 

 

https://www.mhlw.go.jp/content/001254086.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001480782.pdf
https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/hourei/H250514K0021.pdf
https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/hourei/H250514K0021.pdf
https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T250516K0010.pdf
https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T250516K0010.pdf


（事務局広報部　情報提供）

2025年2月19日　朝日新聞朝刊
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朝日新聞朝刊

（事務局広報部）
12



2025年3月6日　朝日新聞朝刊

（事務局広報部）

13



朝日新聞朝刊

（事務局広報部）
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2025年3月18日　朝日新聞朝刊

（事務局広報部）

15



2025年3月24日　朝日新聞朝刊

（事務局広報部）16



朝日新聞朝刊

（事務局広報部）
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朝日新聞朝刊

（事務局広報部）



2025年4月25日　朝日新聞朝刊

（事務局広報部）



朝日新聞朝刊

（事務局広報部）



2025年5月26日　朝日新聞朝刊

（事務局広報部）

2025年5月5日　朝日新聞朝刊

（事務局広報部）



次号は令和 7年 8月中旬頃発行予定です。皆様よりの情報提供を期待しています。 

また、コンサルタント事例としての経験談（成功談でも失敗談でも）を募集しています。 

それ以外の内容でも大歓迎です。寄稿をお待ちしています。 

・今回の SSHCON ニュースに対するご感想・意見等をお寄せ下さい。

・みなさんがお持ちの情報、写真等で会員のみなさんに提供したいものがありましたら、連絡下

さいますようお願い致します。
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